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になる｡ tll)式で 7㌦まhigh一･(,('qu｡ncy sl-C'lrViscosity と呼ばれる｡ 臨界点近傍 にお
いては,粘性は, rt,ftul;lrP;lrtqrと,非常に小さい singuI'lrP;lrtりSの和であって,
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で表わされるo I,)hpk1㌦ .SEIJ'Z～ Js (ls:散乱光頻度 )よ り, (15刷 重度の確率分
布を表わす式になるO(]4)式U);lは,等温任裾率に逆比例 していて,臨輝点の極く近傍に
おいては,JI鼎 に小さくなるoこの場合馴式右近第.'与項がゆF)ぎを決定する一朝巨件があ
り,統計仲が('J;lLISSiHn か らずれるO所で,光散乱V)尖験の場合,.波数ベク l:′レkが有





< Js(I)I()> は く f()>･Z(1+(:2日 ) (16)
で表わされるoこれより,rを求める｡統計件の測定は,光子統計法を用いる｡これは,
サ ンプル時閃rlu)小に,光 (ソi'ルスが ‖桐観測される確率 J'(n,1)を, 日を変数とし
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がえられる. 7の値は小さく,0から0･2まで変化させても, γ, V, Eoの値は,





が得られるo γ,T,xo/x± の値は,状態方程式の測定から得られる値 8),9)
γ-1･18±0･08,T'-1･12,xo/x±-3･7とconsistentである｡







ンネルの相関器 1())を用いて測定 したものであるo i.C上 E-2･:iX10-5で,測定を
行ない,(16)式右辺の第 1項に当る部分を差し引いて,第2項に当7i'部分を示 したもので
ある. ここでわかるように,2桁にわたって,相関関数の中一指数関数による記述が正
しいo このような緩和関数から Tli ≡1/(2r)の値が,各温度で正確に決定される｡ 得
られた TRの値をK･lWaSakiの式に ritする前に, bElCkgr(,川1dの寄与を差 し引く必要
があるo(9)式において, 申 ま,Km iskand K()lJerの測定値がある｡11)
Cpは,熱力学の等式
cp-cv+ r;(昔 ,三Kl. 榊
を用いて, lir()wn 之lndMt!y,cr12)の(ブVの値,W- ce ～-ndMeLye r 8 )の K rJ.,
(∂抄/∂'l)pより計算できる｡これらにより計算 したrrの佃を測定値からさしひいて,
IIsを求め,これをK｡Wi.S～･kiの式(ll)に ritさせた特某を第 :i図に示す.こわ rittingr
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㍗(■lt>Tc) 1.219±0.0116)17± 0. 3 7)
r′(T>Tc) 1.17±0.0 3 17 )l】












1.21_± 0.02 18) -1.32±0.0220)-18 22) 1.15±0.056)
0.58±0.0518) 0.66±0.0220) 0.59主0.046)
0.64±0.0219) 0.543±0.0464 )) 0.58±0.056)
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